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平
成
の
時
代
も
今
年
で
幕
を
閉
じ
ま

す
が
、
お
よ
そ
30
年
の
激
動
の
時
代

は
様
々
な
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
。
特
に
情
報
化
社
会
の
波
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
始
ま
り
、
ユ

ビ
キ
タ
ス
社
会
の
到
来
は
平
成
の
時
代

が
始
ま
っ
た
当
初
は
、
考
え
も
及
ば
な

か
っ
た
進
化
だ
と
思
い
ま
す
。
日
々
目

ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
社
会
情
勢
に
対
応

す
る
べ
く
、
我
々
議
員
も
情
報
化
社
会

の
波
に
乗
れ
る
よ
う
に
日
々
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、

皆
様
も
お
身
体
に
は
ご
自
愛
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
31
年
１
月　

江
田　

徹 

記

　

12
月
定
例
会
の
最
終
日
に
、
議
員
提

出
議
案
の
意
見
書
４
件
が
提
出
さ
れ
、

審
査
の
結
果
、
３
件
が
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
、
内
閣
総
理
大

臣
を
は
じ
め
、
関
係
行
政
庁
等
に
送
付

さ
れ
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

１ 　

国
や
自
治
体
を
は
じ
め
企
業
や
地

域
が
力
を
合
わ
せ
、
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
を
支
え
る
社
会
を
構
築
す

る
た
め
、
認
知
症
施
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
基
本
法
を
制

定
す
る
こ
と
。　

２ 　

認
知
症
診
断
直
後
は
、
相
談
で
き

る
人
が
い
な
い
と
い
っ
た
人
が
多
く

存
在
し
て
お
り
、
診
断
直
後
の
空
白

期
間
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
空
白
期

間
に
つ
い
て
は
、
本
人
が
必
要
と
す

る
支
援
や
情
報
に
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
活
用
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す

る
こ
と
に
よ
る
支
援
体
制
の
構
築
を

図
る
こ
と
。

３ 　

若
年
性
認
知
症
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
若
年
性
認
知
症
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
効
果
的
・
効
率
的
な
活

動
を
推
進
す
る
た
め
、
コ
ー
デ
ィ

日　　程 議　　　事

２月25日㈪ 開会、議案説明

　　28日㈭
３月１日㈮

議案に対する質疑

　　４日㈪ 総務委員会

　　５日㈫ まちづくり委員会

　　６日㈬ 文教福祉委員会

　　８日㈮
　　11日㈪
　　12日㈫

一般質問

　　19日㈫ 委員長報告、採決、閉会

３
月
定
例
会
の
予
定

※
各
日
、
午
前
10
時
開
会
予
定
で
す
。

※
議
場
は
、
本
庁
舎
の
４
階
で
す
。

※ 

日
程
は
、
定
例
会
初
日
に
正
式
に
決

定
さ
れ
る
た
め
、
都
合
に
よ
り
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　

議
会
録
画
中
継
を
見
る
！

　

市
議
会
で
は
、
本
会
議
の
様
子
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
録
画
中
継
に
て
配
信

し
て
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
自
宅
な
ど

で
、
い
つ
で
も
好
き
な
と
き
に
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※ 

録
画
中
継
は
、
各

日
の
会
議
終
了
の

概
ね
７
日
後
か
ら

公
開
し
て
い
ま
す
。

ネ
ー
タ
ー
に
対
す
る
研
修
な
ど
支
援

体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
本
人

の
状
態
に
応
じ
た
就
労
継
続
や
社
会

参
加
が
で
き
る
環
境
の
整
備
を
進
め

る
こ
と
。

４ 　

認
知
症
の
全
国
規
模
の
疫
学
調
査

と
疾
患
登
録
に
基
づ
き
、
有
効
な
予

防
法
や
行
動
・
心
理
症
状
に
対
す
る

適
切
な
対
応
な
ど
認
知
症
施
策
の
推

進
に
取
り
組
む
こ
と
。
ま
た
、
次
世

代
認
知
症
治
療
薬
の
開
発
・
早
期
実

用
化
や
最
先
端
の
技
術
を
活
用
し
た

早
期
診
断
法
の
研
究
開
発
を
進
め
る

と
と
も
に
、
認
知
症
の
人
の
心
身
の

特
性
に
応
じ
た
リ
ハ
ビ
リ
や
介
護
方

法
に
関
す
る
研
究
を
進
め
る
こ
と
。

　

 　
「
義
援
金
差
押
禁
止
法
」
に
つ
い

て
は
、
近
年
、
自
然
災
害
が
頻
発
化

す
る
中
、
災
害
が
起
こ
る
た
び
に
立

法
措
置
す
る
の
で
は
な
く
、
国
会
が

閉
会
し
て
い
る
間
に
も
対
応
が
可

能
と
な
る
よ
う
、
恒
久
法
と
し
て
の

立
法
化
を
早
期
に
進
め
る
こ
と
。

　

 　

支
援
の
対
象
を
住
宅
の
全
壊
・
大

規
模
半
壊
だ
け
で
な
く
、
半
壊
や
一

部
損
壊
ま
で
広
げ
る
こ
と
。
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認
知
症
施
策
の
推
進
を
求
め
る

意
見
書

意
見
書

義
援
金
差
押
禁
止
法
の
恒
久
化

を
求
め
る
意
見
書

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書


